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１．2025年７月期中間期の業績（2024年８月１日～2025年１月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年７月期中間期 548 － △38 － △37 － △50 －
2024年７月期中間期 － － － － － － － －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年７月期中間期 △89.26 －
2024年７月期中間期 － －

(注)１．当社は、2024年７月中間期は連結業績を開示しておりましたが、2025年７月期より非連結での業績を開示して
おります。そのため、2024年７月期中間期の経営成績（累計）及び2025年７月期中間期の対前年中間期増減率
については記載しておりません。

２．当中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり中
間純損失であるため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年７月期中間期 596 47 8.0
2024年７月期 － － －

(参考) 自己資本 2025年７月期中間期 47百万円 2024年７月期 －百万円

(注)当社は、2024年７月期は連結財政状態を開示しておりましたが、2025年７月期より非連結での財政状態を開示して

おります。そのため、2024年７月期の財政状態については記載しておりません。

２．配当の状況

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2024年７月期 0.00 0.00 0.00
2025年７月期 0.00
2025年７月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年７月期の業績予想（2024年８月１日～2025年７月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,342 － 59 － 64 － 55 － 97.71

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．当社は、2025年７月期より非連結決算に移行したことに伴い、対前期増減率については記載しておりません。

なお、2024年11月22日に公表いたしました、個別業績予想からの変更はありません。



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年７月期中間期 570,275 株 2024年７月期 570,275 株

② 期末自己株式数 2025年７月期中間期 － 株 2024年７月期 － 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年７月期中間期 570,275 株 2024年７月期中間期 570,275 株

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項については、中

間決算短信（添付資料）３ページ「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善傾向にある中、経済活動の水準引き上げが進み、

緩やかな回復基調で推移しております。

一方で、円安の進行等に起因した物価高が続く中、個人消費は依然として底堅く推移しており、また、世界的

な金融引締めや中国経済の停滞など、依然として国内景気の下振れに注意が必要な状況が続いております。

当社の主要取引先である建設業界においては、建設投資は堅調に推移したものの、資材価格の高止まりや人手

不足による労務費の上昇等により、厳しい事業環境が続いております。

このような経済環境の中で、当社は、建設設計に関わるワンストップサービス（意匠設計、設備設計、構造設

計、生産設計、測量設計の一元的な管理・提供）を確立し、ＢＩＭ／ＣＩＭを活用した３次元設計技術の体制強

化及びＸＲ技術を活用したデジタルコンテンツ制作を積極的に行い、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ

ン）への取り組みを、さらに加速させております。設計図面データとデジタルコンテンツ技術を融合させ、建設

業界に新たな価値を提供する革新的なビジネスモデルを確立し、企業価値の向上を図ってまいりました。

しかしながら、当中間会計期間（上半期）は、当社にとって経常的に利益が減少する期間であることに加え、

連結子会社を吸収合併したことに伴う抱合せ株式消滅差損を計上したため、想定を下回る結果となりました。

当社といたしましては、下半期において売上高の増加と経費の圧縮に努め、目標達成に向け全社一丸となり取

り組んでまいります。

以上の結果、当中間会計期間の業績は、売上高は548,031千円、営業損失は38,738千円、経常損失は37,622千

円、中間純損失は50,906千円となりました。

なお、当社は、2024年11月１日付で、連結子会社であった株式会社一寸房コンサルを吸収合併したことにより、

当中間会計期間より非連結決算に移行し、中間財務諸表を作成しております。このため、前年同中間期との比較は

行っておりません（以下においても同様）。

当中間会計期間におけるセグメント別の業績は、以下のとおりであります。

①設計ソリューション事業

設計ソリューション事業の売上高は483,535千円、セグメント利益は89,600千円となりました。

②測量事業

測量事業の売上高は21,790千円、セグメント損失は11,888千円となりました。

③派遣事業

派遣事業の売上高は42,705千円、セグメント利益は12,606千円となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間会計期間末における流動資産は458,345千円となり、現金及び預金118,004千円、売掛金及び契約資産

294,624千円が主なものであります。

固定資産は137,680千円となり、有形固定資産30,777千円、無形固定資産55,926千円、投資その他の資産50,976

千円が主なものであります。

この結果、総資産は596,026千円となりました。

（負債）

当中間会計期間末における流動負債は383,204千円となり、短期借入金114,000千円、１年内返済予定の長期借

入金101,612千円が主なものであります。

固定負債は164,845千円となり、長期借入金121,296千円が主なものであります。

この結果、負債合計は548,050千円となりました。
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（純資産）

当中間会計期間末における純資産合計は47,976千円となりました。

この結果、自己資本比率は8.0％となりました。

②キャッシュ・フローの概況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、118,004千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、36,302千円の支出となりました。これは主に、減価償却費が17,892千

円、製品保証引当金の増加額5,952千円があった一方、税引前中間純損失50,286千円、売上債権の増加額17,056千

円、棚卸資産の増加額1,366千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、5,631千円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出2,815千円、保険積立金の積立による支出2,604千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、14,798千円の支出となりました。これは、短期借入金の純増減額

44,000千円があった一方、長期借入金の返済による支出47,989千円、リース債務の返済による支出10,809千円が

あったことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年７月期の業績予想につきましては、2024年11月22日付「非連結決算への移行に伴う2025年７月期個別業

績予想に関するお知らせ」で公表いたしました業績予想に変更はありません。

今後、業績予想を修正する必要が生じる場合は、速やかに開示してまいります。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

当中間会計期間
(2025年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 118,004

売掛金及び契約資産 294,624

棚卸資産 11,641

その他 34,613

貸倒引当金 △539

流動資産合計 458,345

固定資産

有形固定資産 30,777

無形固定資産 55,926

投資その他の資産 50,976

固定資産合計 137,680

資産合計 596,026
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(単位：千円)

当中間会計期間
(2025年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,606

短期借入金 114,000

１年内返済予定の長期借入金 101,612

未払費用 75,802

未払法人税等 620

賞与引当金 17,408

受注損失引当金 4,191

製品保証引当金 17,711

その他 49,252

流動負債合計 383,204

固定負債

長期借入金 121,296

資産除去債務 13,081

その他 30,467

固定負債合計 164,845

負債合計 548,050

純資産の部

株主資本

資本金 94,031

資本剰余金 38,457

利益剰余金 △84,953

株主資本合計 47,536

新株予約権 440

純資産合計 47,976

負債純資産合計 596,026
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
当中間会計期間

(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

売上高 548,031

売上原価 423,312

売上総利益 124,718

販売費及び一般管理費 163,456

営業損失（△） △38,738

営業外収益

受取利息 8

補助金収入 3,845

その他 1,298

営業外収益合計 5,152

営業外費用

支払利息 3,417

為替差損 267

その他 351

営業外費用合計 4,036

経常損失（△） △37,622

特別利益

固定資産売却益 482

特別利益合計 482

特別損失

抱合せ株式消滅差損 13,146

特別損失合計 13,146

税引前中間純損失（△） △50,286

法人税等 620

中間純損失（△） △50,906
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当中間会計期間

(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純損失 △50,286

減価償却費 17,892

貸倒引当金の増減額(△は減少) △3,192

賞与引当金の増減額(△は減少) △3,050

受注損失引当金の増減額(△は減少) 1,565

製品保証引当金の増減額(△は減少) 5,952

受取利息 △8

支払利息 3,417

為替差損益(△は益) 267

補助金収入 △3,845

固定資産売却益 △482

抱合せ株式消滅差損 13,146

売上債権の増減額(△は増加) △17,056

棚卸資産の増減額(△は増加) △1,366

仕入債務の増減額(△は減少) △4,867

未払費用の増減額(△は減少) 2,383

その他 9,636

小計 △29,894

利息及び配当金の受取額 8

利息の支払額 △2,970

法人税等の支払額 △7,290

補助金の受取額 3,845

営業活動によるキャッシュ・フロー △36,302

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,815

有形固定資産の売却による収入 808

無形固定資産の取得による支出 △1,250

敷金の回収による収入 229

保険積立金の積立による支出 △2,604

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,631
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(単位：千円)
当中間会計期間

(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 44,000

リース債務の返済による支出 △10,809

長期借入金の返済による支出 △47,989

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,798

現金及び現金同等物に係る換算差額 △176

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △56,908

現金及び現金同等物の期首残高 122,682

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 52,230

現金及び現金同等物の中間期末残高 118,004
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(中間財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記)

税金費用については、当中間会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前中間純利益又は税引前中間純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定

実効税率を使用する方法によっております。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等の注記)

当中間会計期間(自 2024年８月１日 至 2025年１月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

中間
財務諸表
計上額
（注２）

設計ソリュ
ーション
事業

測量事業 派遣事業 計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

483,535 21,790 42,705 548,031 － 548,031

外部顧客への売上高 483,535 21,790 42,705 548,031 － 548,031

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 483,535 21,790 42,705 548,031 － 548,031

セグメント利益又は
損失（△）

89,600 △11,888 12,606 90,318 △129,056 △38,738

(注）１. セグメント利益又は損失（△）の調整額△129,056千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

129,056千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、中間損益計算書の営業利益と調整を行っております。


